
【新病院での想定入院患者数について】 

 

 新病院における入院患者数は、①将来の需要予測と②変動内容に分けて検討しました。 

 

① 将来の需要予測 

（ア） 一般病棟（緩和ケア病棟を除く）の推定患者数 

現在当院を受診している患者層のデータに、人口推計に基づく疾病別患者推計を乗じ

て、現状受療率ベースによる将来患者数の推計を行いました。更に、当院における将来的

な平均在院日数の短縮効果を反映した推計を行い、令和 17年（2035年）以降の患者数

は約 278人／日になると推計しました。 

（イ） 緩和ケアの推定患者数 

緩和ケアの推定患者数は、NDB データを用いた受療率を基礎とした推計で、令和 17

年（2035 年）以降、約 12 人／日で推移することが予測されました。ただし、在院日数を

市立病院程度（16.1日）とした場合、患者数は約 7人／日になると推計しました。 

 

② 変動内容 

（ア） 診療強化による入院患者数の増加 

産婦人科や泌尿器科などの診療強化を図ることにより、入院患者数約 8.5 人/日の増

加を想定しました。 

（イ） 外来シフトが予測される領域における入院患者数の減少 

眼科の外来シフトが予測されるため、入院患者数約 2.3人/日の減少を想定しました。 

（ウ） 周辺医療機関の統合による患者の流出 

     川西市立総合医療センターの開院時における当院の患者減少数を参考に、伊丹市、西

宮市の統合新病院開院時も、同程度の患者流出が生じると仮定し、当院の患者数への影

響を算出しました。その結果、1 日当たりの患者の減少数は約 2.8 人を推計しました。加

えて、当院から各市までの距離を考慮した場合、患者の減少数は約 3.3 人を推計しまし

た。 

 

以上の推計結果から、新病院における入院患者数は 1日当たり約 288人を想定します。 

 

A 一般病棟の推計患者数 約 278人/日（＋） 

B 緩和ケアの推計患者数 約 7人/日（＋） 

C 強化を図る診療領域における入院患者の想定増加数 約 8.5人/日（＋） 

D 外来へのシフトが予測される領域における入院患者の想定減少数 約 2.3人/日（－） 

E 周辺医療機関の統合による患者の想定減少数 約 3.3人/日（－） 

計（A+B+C-D-E） 約 288人/日 


